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大 阪 ・ 関 西 万 博 関 連 事 業 の お 知 ら せ 

～種を蒔くデザイン展２０２５～ 

 

 ＥＸＰＯ ２０２５ 大阪・関西万博の国際交流プログラムの一環として、パビリオン関係者と

雲仙市の在来種野菜の関係者が未来の食や文化についてトークするイベント「種を蒔くデザイ

ン展 2025～未来の食や文化に関するトークセッション～」を京都で開催します。詳細は下記の

通りです。 

 

記 

 

万博国際交流プログラム登録事業 

「日本が誇る雲仙市の在来種野菜を全国・世界に発信するプロジェクト」 

種を蒔くデザイン展 2025～未来の食や文化に関するトークセッション～ 

 

〔開催日時〕令和７年３月１０日（月）１１時３０分～１３時 

〔開催場所〕京都・紫明会館 ３階講堂（京都市北区小山南大野町１番地） 

〔話し手〕小山 薫堂 氏 

      シグネチャーパビリオン「EARTH MART」プロデューサー 

      放送作家・京都芸術大学副学長 

〔聞き手〕奥津 爾 氏 

      オーガニック直売所タネト店主（雲仙市） 

〔内 容〕様々な企画を手掛けてきた小山薫堂氏の「企画の源泉」に迫り、これから

企画を通してどのような未来を描いているのかを訊く。 

 

【万博国際交流プログラムとは】 

内閣官房国際博覧会推進本部事務局が万博参加国と地方自治体による国際交流を支援する取組み。 

本市は関係人口の拡大を目指し、「日本が誇る雲仙市の在来種野菜を全国・世界に発信するプロジ

ェクト」を申請し登録されており、オーガニック先進国で世界的レストラン「ｎｏｍａ」を有す

るデンマーク王国と交流を行うとともに、シグネチャーパビリオン「ＥＡＲＴＨ ＭＡＲＴ」と

連携した事業を行う。 

 

【参考】 

 ●ＥＸＰＯ２０２５ 大阪・関西万博（令和７年４月１３日～１０月１３日・大阪市夢洲で開催） 

  （参考：https://www.expo2025.or.jp/） 

●シグネチャーパビリオン「ＥＡＲＴＨ ＭＡＲＴ」（参考：https://expo2025earthmart.jp/ ） 

  ➢雲仙市とも関わりが深い小山薫堂氏がプロデューサー 

  ➢「いのちをつむぐ」をテーマとしスーパーマーケットをコンセプトにしたパビリオン 

  ➢パビリオン内では「野菜の一生」をテーマに本市の在来種野菜を展示する。 
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